
様式３ 

会  議  録 

 □全部記録  ■要点記録 

１ 会 議 名      令和６年度 奨学学術振興事業運営委員会 

２ 開催日時       令和６年１１月２５日（月曜日） １４時３０分～１５時３０分 

３ 開催場所       姫路市役所１０階 第４会議室 

４ 出席者又は欠席者名   

（会 長）岡田 兼明 

（委 員）佐和 𠮷敬、藤澤 浩訓、中嶋 佐恵子、藤田 貴久 

（事務局）高等教育室 高橋室長、中田主幹、西本係長、中川主任 

（欠席者）神畑 浩子、郷間 英世 

５ 傍聴の可否及び傍聴人数  傍聴可、傍聴人なし 

６ 議題又は案件及び結論等 

１ 「一般奨学金及び播戸奨学金における成績要件の改正について」 

２ 「一般奨学金、連合婦人会奨学金及び播戸奨学金の選考に係る家計基準等の変更について」 

３ 「各種奨学金支給の休止及び打切りに関する規定の整備について」 

 ４ 「学術振興事業等の統合・廃止について」 

７ 会議の全部内容又は進行記録 

  詳細については別紙参照 
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＜委員の紹介＞ 

 

＜会長の選任＞ 

 

＜事業概要説明＞ 

＜令和５年度奨学学術振興事業の実績報告＞ 

＜令和６年度奨学学術振興事業の事業内容＞ 

 

＜議事＞ 

【議案１】 

「一般奨学金及び播戸奨学金における成績要件の改正について」（議案内容説明） 

 

  議案１について意見はあるか。 

 

  普通に頑張っている学生であれば全く問題ない基準であると思う。 

 

  議案１について、原案のとおり決定してよいか。 

 

 「異議なし」 

  

  本委員会としては、議案１は原案のとおりとすることに決定した。 

 

【議案２】 

「一般奨学金、連合婦人会奨学金及び播戸奨学金の選考に係る家計基準等の変更につい

て」（議案内容説明） 

 

議案２について意見はあるか。 

 

  意見はなし。 
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  奨学生の応募人数が少ないように思うが、周知はどのように行っているか。 

 

  市内大学を通じて周知を行っている。 

  本市奨学金の申請要件は日本学生支援機構の家計基準の 1/3 とより困窮度の高い方

を対象としているため、申請要件を満たす方が少なくなる。 

 

  奨学金の申請要件を満たす方が少ないならば、家計基準を緩和してはどうか。 

 

  議案２が了承されれば、来年度から家計基準等を改正することから、改正後の申請

要件を満たす人数の想定が難しいため、来年度の応募状況を見ながら、必要に応じて

検討を行いたい。 

なお、令和 5 年度は選考に漏れる方はいなかったが、これまでは選考に漏れる方が

多い年もあったことから、寄附金等を利用して奨学金の新規採用枠を拡大してきてい

る。 

 

  議案２について、原案のとおり決定してよいか。 

 

 「異議なし」 

  

  本委員会としては、議案２は原案のとおりとすることに決定した。 

 

【議案３】 

「各種奨学金支給の休止及び打切りに関する規定の整備について」（議案内容説明） 

 

議案３について意見はあるか。 

 

 意見はなし。 

 

  議案３について、原案のとおり決定してよいか。 

 

 「異議なし」 
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 本委員会としては、議案３は原案のとおりとすることに決定した。 

 

【議案４】 

「学術振興事業等の統合・廃止について」（議案内容説明） 

 

論文投稿に対する支援であるが、助成実績が低迷していたということで廃止となる

が、助成対象となる方々に頑張ってほしかった。 

 

 当該制度は単年度事業であるが、論文投稿の手続きは年度を跨ぐ場合が多いため、

対象となるケースが限られていたものと考えられる。 

 

 論文を書く時期が年度末になるケースが多く、その結果、論文投稿の手続きはどう

しても年度を跨いでしまうことが多くなる。また、他の助成事業では助成対象研究に

係る論文投稿の費用も含めて対象経費となる場合が多く、本制度を利用しないことに

なる。論文投稿が少ないわけではない。 

 

 仮にアメリカの論文に投稿する場合も対象となったのか。 

 

 論文投稿にかかる経費の他、投稿する論文を英文へ翻訳するための経費も対象とな

る。 

 

 論文1件につき10万円が助成上限額であるが、投稿費用に対して助成上限額が低く、

魅力が弱かったとも感じる。 

 

 アメリカの有名な学会誌では、10 人が連名で投稿し、１人につき 10 万円～25 万円

程度かかる場合もある。この場合、査読が投稿依頼した年度の翌年度となることが多

いため、単年度で完結するのは難しい。 

 

 議案４について、原案のとおり決定してよいか。 

 

 「異議なし」 
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本委員会としては、議案４は原案のとおりとすることに決定した。 

 

 

 ＜その他＞ 

奨学生から学業や課外活動等の報告を受けているのか。 

   

毎年度「奨学生近況報告書」を提出させている。 

 

この会議を書面で開催することはできるか。 

 

書面開催に関する手続きについて確認したい。 

 

 

閉 会 

 

 


